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寺
井 

融

Terai  Toru

◇ 

日
本
と
同
根
？
　

心
が
な
ご
む
ベ
ト
ナ
ム 

◇

連
載

�

サ
イ
ゴ
ン
陥
落
２
年
後
に
初
訪
越

豊
か
な
「
南
」
と
貧
し
い
「
北
」

　

ベ
ト
ナ
ム
に
は
、
北
の
ハ
ノ
イ
（
河
内
）
か
ら
入
国
す

る
か
、
南
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
（
旧
サ
イ
ゴ
ン
）
か
ら
に
す
る

の
か
。
ど
ち
ら
か
ら
入
っ
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
が
、

初
め
て
訪
越
し
た
一
九
七
七
年
は
、
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
後
二

年
し
か
経
っ
て
お
ら
ず
、
明
ら
か
に
南
と
北
で
は
違
っ
て

い
た
。
ひ
と
こ
と
で
言
っ
た
ら
、
豊
か
な
南
と
貧
し
い
北
。

ど
ち
ら
が
勝
者
な
の
か
と
見
ま
が
う
ほ
ど
で
あ
る
。
人
に

接
し
て
も
、
北
は
き
つ
く
、
南
は
や
わ
ら
か
く
感
じ
た
。

　

日
本
青
年
代
表
団
の
一
員
と
し
て
、
香
港
、
中
国
の
広

東
を
経
由
し
て
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
の
南
寧
か
ら
空
路
、

ベ
ト
ナ
ム
入
り
し
た
。ま
ず
驚
い
た
の
は
、ハ
ノ
イ
上
空
で
、

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
国
機
に

対
抗
す
る
訓
練
で
あ
り
、
両
国
の
た
だ
な
ら
ぬ
関
係
を
物

語
っ
て
い
た
。
事
実
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
廟
で
は
、
中
国
代
表

団
は
一
般
客
の
列
に
並
ば
さ
れ
、
私
た
ち
の
団
は
特
別
見

学
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
軍
事
博
物
館
に
行
く
と
、
入
口
に

大
き
な
世
界
地
図
が
あ
り
、
大
陸
本
土
と
台
湾
が
、
赤
と

緑
に
塗
り
分
け
ら
れ
て
あ
っ
た
（
但
し
、
先
年
、
再
び
訪

れ
た
際
は
、
地
図
が
撤
去
さ
れ
て
い
た
）。

　

こ
れ
ら
三
点
と
両
国
間
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
、
帰
国
後
、

小
坂
善
太
郎
元
外
相
の
勉
強
会
・
千
代
田
会
で
、「
中
越

間
で
戦
争
が
起
こ
る
可
能
性
が
大
で
あ
る
」
と
報
告
し
た

け
れ
ど
、
理
解
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
ご
存
知
の
通
り
、
七

九
年
に
中
越
戦
争
が
起
こ
っ
て
い
る
。

「
南
」「
中
越
」「
北
」
で
違
う
民
族

激
闘
の
爪
跡
残
る
中
越
国
境

　

つ
い
数
年
前
ま
で
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
は
オ
ー
ト
バ
イ
の

都
で
、
ハ
ノ
イ
は
自
転
車
の
洪
水
で
あ
っ
た
。
い
ま
は
ハ

ノ
イ
も
オ
ー
ト
バ
イ
天
国
と
な
っ
て
い
る
。
服
装
の
差
も

薄
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
旅
行
す
る
場
合
、
南
は
バ
ン
コ

ク
を
、
北
は
香
港
の
気
候
を
意
識
し
た
ら
よ
い
。
そ
の
昔
、

オートバイが主役
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大
宅
賞
作
家
で
『
サ
ン
ゴ
ン
か
ら
妻
と
娘
』（
文
春
文
庫
）

を
書
い
た
近
藤
紘
一
さ
ん
に
、「
ベ
ト
ナ
ム
と
一
口
で
言
っ

て
も
で
す
ね
、
南
と
北
、
そ
れ
に
ダ
ナ
ン
や
フ
エ
の
中
越

と
で
は
食
べ
物
か
ら
気
質
、
言
葉
、
も
と
も
と
の
民
族
を

違
う
の
で
す
よ
」
と
教
え
ら
れ
た
。「
北
が
日
程
に
入
っ

て
い
る
の
な
ら
、
寒
く
な
い
格
好
を
」
と
忠
告
さ
れ
て
、

薄
地
の
カ
ー
デ
ガ
ン
を
持
っ
て
行
っ
て
助
か
っ
た
。
そ
の

後
、
ベ
ト
ナ
ム
に
十
数
回
訪
れ
た
（
内
容
は
拙
著
『
朝
ま

だ
き
の
ベ
ト
ナ
ム
』
制
作
同
人
社
参
照
）
が
、教
え
は
守
っ

て
い
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
北
部
と
い
え
ば
、
ラ
オ
カ
イ
（
老
街
）
省
や

ラ
ン
ソ
ン
（
諒
山
）
省
の
中
越
国
境
も
見
て
い
る
。
中
越

激
闘
の
爪
跡
も
残
っ
て
い
た
。

　

ラ
ン
ソ
ン
に
は
ハ
ノ
イ
か
ら
車
で
行
っ
た
。
親
指
や
人

差
し
指
を
ノ
ョ
キ
ノ
ョ
キ
突
き
立
て
た
よ
う
な
山
が
連
な

る
地
帯
を
走
り
抜
け
た
。
桂
林
の
漓
江
下
り
み
た
い
だ
っ

た
。ラ
ン
ソ
ン
の
食
堂
で
は
豚
肉
や
魚
介
類
、野
菜
も
た
っ

ぷ
り
入
っ
た
鍋
を
食
べ
た
。
素
材
を
生
か
し
た
薄
味
で
美

味
。
満
腹
と
な
っ
て
ト
イ
レ
に
立
つ
。
柵
で
仕
切
ら
れ
た

一
郭
に
子
豚
十
数
匹
と
七
十
㌢
㍍
ほ
ど
の
犬
六
匹
が
飼
わ

れ
て
い
た
。
連
れ
の
ベ
ト
ナ
ム
人
に
「
犬
が
い
た
よ
」
と

報
告
し
た
ら
、「
中
型
犬
が
う
ま
い
で
す
よ
。
温
ま
り
ま

す
か
ら
食
べ
ま
す
か
」
と
訊
か
れ
た
。
子
供
の
頃
、
犬
を

飼
っ
て
い
た
経
験
の
あ
る
私
は
、
勘
弁
願
っ
た
。

統
一
鉄
道
で
は
麺
類
の
朝
食
サ
ー
ビ
ス

首
里
城
（
沖
縄
）
に
似
た
フ
エ
の
王
宮

　

ラ
オ
カ
イ
に
は
夜
行
列
車
で
行
っ
た
。
モ
ン
族
や
ザ
オ

族
が
暮
ら
す
サ
パ
（
沙
覇
）
に
行
く
外
国
人
観
光
客
で
満

席
だ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
人
の
若
者
男
女
四
人
組
み
と
同
じ

コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
と
な
る
。「
ミ
ラ
ノ
の
工

場
労
働
者
で
す
。
一
ヶ
月
の
休
暇
を
と
っ
て

や
っ
て
き
た
ん
で
」
と
坊
主
頭
の
男
が
、
た
ど

た
ど
し
い
英
語
で
語
り
か
け
て
き
た
。
ほ
か
の

三
人
は
話
せ
な
い
。
お
ぼ
つ
か
な
い
英
語
で
、

相
手
を
務
め
た
。

　

鉄
路
は
雲
南
省
の
昆
明
ま
で
続
く
。
遮
断
機

を
隔
て
て
中
国
側
の
河
口
市
（
正
式
に
は
雲
南

省
河
口
族
自
治
県
）
が
隣
接
し
て
い
た
。
次
回

は
国
際
列
車
に
乗
っ
て
、
自
治
県
に
行
き
た
い

と
思
っ
た
。

　

ハ
ノ
イ
か
ら
ホ
ー
チ
ミ
ン
ま
で
、
国
道
１
号
線
に
沿
っ

て
走
る
統
一
鉄
道
に
乗
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
中
ほ
ど
の
フ

エ
ま
で
だ
っ
た
が
、一
昼
夜
か
か
っ
た
。
朝
、車
掌
が
や
っ

て
き
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
容
器
に
入
っ
た
麺
類
が
わ
た

さ
れ
る
。
後
ほ
ど
、
バ
ケ
ツ
を
下
げ
て
、
ま
た
や
っ
て
き

て
、
汁
を
そ
そ
い
で
く
れ
た
。
フ
ォ
ー
（
ベ
ト
ナ
ム
の
米

粉
麺
）
の
朝
食
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
た
。

　

フ
エ
の
王
宮
は
、
首
里
城
（
沖
縄
県
）
や
マ
ン
ダ
レ
ー

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
の
王
宮
に
似
て
い
る
。
お
互
い
中
華
文

化
圏
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ダ
ナ
ン
か
ら
南
に
下
る
と

世
界
遺
産
の
町
・
ホ
イ
ア
ン
（
會
安
）
が
あ
る
。
日
本
人

町
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
福
建
会
館
や
広
東
会
館
も

あ
る
。
お
だ
や
か
な
空
気
が
支
配
す
る
路
地
裏
歩
き
に
最

適
な
町
で
、
夕
日
が
美
し
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
下
る
と
ニ
ャ
チ
ャ
ン
（
慶
和
）
で
あ
る
。
東
洋

の
ニ
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
白
砂
の
ビ
ー
チ
が
有
名
。
教
会
や

お
寺
、
そ
れ
に
市
場
が
見
所
で
、
海
に
は
お
椀
船
が
浮
か

ん
で
お
り
、
遊
園
地
も
で
き
て
い
る
。

新
婚
旅
行
で
人
気
の
ダ
ラ
ッ
ト

日
本
と
同
じ
大
乗
仏
教
の
国

　

お
薦
め
観
光
地
は
、
新
婚
旅
行
者
に
大
人
気
の
ダ
ラ
ッ

ト
で
あ
る
。
ニ
ー
ス
か
ら
車
で
３
時
間
、
山
あ
い
に
入
っ

た
海
抜
１
５
０
０
㍍
の
保
養
地
で
、
と
に
か
く
涼
し
い
。

キ
ャ
ベ
ツ
ほ
か
高
原
野
菜
を
作
っ
て
い
る
。
黄
色
の
壁
の

党
幹
部
の
別
宅
も
た
く
さ
ん
建
っ
て
お
り
、最
後
の
王
様
・

アオザイ姿の美人
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■
て
ら
い
と
お
る　

昭
和
22
年
北
海
道
生
ま
れ
。
46
年
、

中
大
法
卒
。
雑
誌
編
集
者
、
新
聞
記
者
を
経
て
現
在
、
尚

美
学
園
大
学
非
常
勤
講
師
、ロ
ン
グ
ス
テ
イ
財
団
広
報
委
員
、

日
本
旅
行
作
家
協
会
会
員
。『
サ
ン
ダ
ル
履
き
週
末
旅
行
』

（
竹
内
書
店
新
社
）
を
は
じ
め
と
す
る
旅
行
記
の
ほ
か
、

エ
ッ
セ
イ
『
裏
方
物
語
』（
時
評
社
）
が
あ
る
。

バ
オ
ダ
イ
帝
の
夏
の
別
荘
も
あ
る
。
町
の
中
心
部
に
は
、

階
段
広
場
や
東
京
タ
ワ
ー
（
い
や
、エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
）
そ
っ

く
り
の
テ
レ
ビ
塔
が
あ
っ
た
。
こ
の
地
が
林
芙
美
子
の
小

説
『
浮
雲
』
の
舞
台
だ
と
思
う
と
、
い
っ
そ
う
愛
着
を
感

じ
る
。

　

こ
こ
に
は
、
テ
レ
ビ
朝
日
系
の
人
気
番
組
「
世
界
の

車
窓
か
ら
」
で
も
紹
介
さ
れ
た
全
長
七
㌖
の
ミ
ニ
鉄
道
が

走
っ
て
い
る
か
ら
、
乗
っ
た
ら
よ
い
。
線
路
の
両
側
の
丘

に
は
、
花
々
が
可
愛
い
ら
し
く
咲
い
て
い
る
。
終
点
に
は

霊
福
寺
が
あ
っ
た
。
ほ
か
の
イ
ン
ド
シ
ナ
諸
国
が
小
乗
仏

教
な
の
と
違
い
、
日
本
と
同
じ
く
大
乗
仏
教
の
国
で
あ
る
。

参
拝
す
る
と
心
が
な
ご
ん
で
く
る
。

世
界
三
大
料
理
の
ベ
ト
ナ
ム
料
理

キ
ノ
コ
鍋
に
締
め
の
麺
は
絶
品

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
か
ら
下
り
、
ブ
ン
タ
ウ
ビ
ー
チ
や
ビ
ン

チ
ャ
ン
温
泉
に
行
く
の
も
楽
し
い
。
メ
コ
ン
デ
ル
タ
の
中

心
都
市
・
カ
ン
ト
ー
で
は
、
早
朝
に
船
を
出
す
と
よ
い
。

そ
こ
こ
こ
に
小
舟
が
走
り
回
っ
て
い
る
。
カ
ボ
チ
ャ
、
ニ

ン
ジ
ン
な
ど
の
野
菜
か
ら
果
物
、
肉
に
魚
、
日
用
雑
貨
な

ど
が
売
ら
れ
て
い
る
。
米
の
麺
を
食
べ
さ
せ
る
舟
も
出
て

い
る
。
動
く
市
場
な
の
だ
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
見
て
い
て

あ
き
な
い
筈
。

　

ベ
ト
ナ
ム
人
は
「
ベ
ト
ナ
ム
料
理
は
世
界
三
大
料
理
」

と
自
慢
す
る
。「
何
せ
、
中
国
料
理
と
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

影
響
を
受
け
て
い
ま
す
か
ら
」
と
も
い
う
。
確
か
に
生
春

巻
き
や
海
鮮
鍋
、
そ
れ
に
麺
類
と
お
い
し
い
も
の
が
多
い
。

い
ま
、
お
気
に
入
り
は
キ
ノ
コ
鍋
で
あ
る
。
キ
ノ
コ
五
種

類
ぐ
ら
い
と
魚
介
類
、
肉
な
ど
を
、
お
好
み
の
ス
ー
プ
で

煮
る
。
た
だ
そ
れ
だ
け
だ
が
、
パ
ク
パ
ク
食
べ
ら
れ
る
。

締
め
の
麺
な
ど
は
絶
品
で
す
ぞ
。
ハ
ノ
イ
と
ホ
ー
チ
ミ
ン

に
、
は
や
り
の
店
が
あ
る
の
だ
が
、
予
約
を
し
て
い
な
い

と
入
れ
ま
せ
ん
。
地
元
客
で
い
つ
も
満
席
で
す
。

　

本
稿
で
は
、
都
市
名
の
カ
ッ
コ
内
に
で
き
る
だ
け
漢

字
名
を
入
れ
て
み
た
。
統
治
者
の
フ
ラ
ン
ス
が
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
使
用
を
義
務
づ
け
る
ま
で
漢
字
を
使
っ
て
い
た
国

で
あ
る
。ベ
ト
ナ
ム
語
で「
あ
り
が
と
う
」は
、「
カ
ム
オ
ン
」

と
い
う
。
漢
字
で
は
「
感
恩
」
と
書
く
。

　

歌
謡
シ
ョ
ー
に
行
く
と
、
五
輪
真
弓
の
「
恋
人
よ
」
や

か
ぐ
や
姫
の
「
神
田
川
」
を
、
地
元
歌
手
が
ベ
ト
ナ
ム
語

で
歌
っ
て
い
た
り
す
る
。
カ
ン
リ
ー
の
「
美
し
い
昔
」
が

好
き
だ
（
角
英
夫
著
『
サ
イ
ゴ
ン
の
歌
姫
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

参
照
）。
同
曲
は
最
近
、
リ
バ
イ
バ
ル
さ
れ
た
。
天
童
よ

し
み
が
日
本
語
で
歌
っ
て
い
る
。

ダラットのミニ鉄道

海鮮鍋
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